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要 旨 
 本研究は、日本人英語学習者が教科書準拠型のe-learningシステムを利用する際の利点と
問題点について考察するものである。まずTOEICスコアと学習記録（ログ）との相関分析
により、提供されるe-learningコンテンツの妥当性について検証した。さらにTOEICの取得
スコアによって学習者を上位群と下位群に分類することで、違いが生じるかどうかについ
て検証を行った。最後に、学習者を対象に実施したe-learningについてのアンケートの分析
から、英語学習に対する意識や動機付けの差異を探った。これらの分析によって、特に成
績下位群において、ある特徴的な結果が得られた。 
 
【キーワード】e-learning、英語教育、リンガポルタ、相関分析、アンケート 
 
１．調査目的 
 本研究の主な目的は、2014年度後期担当の授業で採用したテキスト『AFP World News 
Report 2』に対応したWeb学習システム「成美堂リンガポルタ（LINGUAPORTA）」＊2（以下
リンガポルタ）利用の効果を検証し、さらにはその問題点を探ることにある。リンガポル
タは成美堂が発行している高等教育機関用の英語テキストの内容に準拠したe-learning学
習システムであり、コンテンツの一部はスマートフォンに代表される携帯情報端末でも学
習が可能となっている。本学では、全学的にアルク教育社のe-learning学習システム『ALC 
NetAcademy2』（以下NA2）による学習を提供している。NA2ではTOEIC対策等のオリジナ
ルコンテンツを学習することになるが、学習者の普段の授業とは内容的に関係がないとい
う点でリンガポルタとは異なる。また、本学におけるNA2の利用状況としては、英語Bの受
講者の中で習熟度別クラスの下位クラスに属する者及び英語Bの再履修受講生の一部のみ
                                                                                                                                                                     
＊1：佐賀大学 全学教育機構 
＊2：全てのレッスンについて、Key word study and Vocabulary Check，Recognizing and grasping of words 
(Watching the video)，Fill in Blanks，Listening and Reading Summary，Grammar 空所補充，Grammar 
単語並び替え、の計６種類のコンテンツ（学習ユニット）が設定されている。全16レッスンとな
っているため、全96ユニットがWeb上で学習可能となっている。成美堂リンガポルタの詳細につ
いては、http://seibido.linguaporta.jp/ を参照のこと。 
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が単位取得の前提条件として学習が課されているに過ぎない。換言すれば、1年前期に実施
される全学統一英語能力テスト（TOEIC IPを利用）において、一定以上のTOEICスコアを
取得して英語Bの単位を修得するような学生、つまりは大半の学生はe-learningによる英語
学習の機会に触れる機会がないというのが現状である。そこで、リンガポルタによるe-
learningの学習効果について検証するため、筆者が2014年度後期に担当した2つの授業の受
講者を研究対象として、特に以下の点に注目する。 
 
(1) e-learningの学習記録とTOEIC IPスコアとの関係について 
(2) 教科書準拠型e-learningシステムのメリット及びデメリットについて 
(3) e-learningを用いた英語学習に対する学習者の考えや感想について 
 
本学では2013年度以降、ほぼ全ての学生が1学年前期及び2学年後期に実施される合計2
回TOEIC IPテストを受験することになっているため、1回目と2回目のTOEICスコアを用い
ることによってe-learning学習の効果を検証することが可能である。しかしながら、本論文
執筆時に2回目のスコアが入手できないため、やむを得ず1回目のスコアのみを分析に使用
する。 
 
２．授業の概要 
 筆者が担当する2学年の英語の授業では、授業時間外の課題としてリンガポルタの一部
のコンテンツを学習することとしている。詳細については、以下の通りである。 
 
【学習範囲、学習時期及び評価方法】 
 リンガポルタの各レッスンに準拠した練習問題6ユニットのうち、「Key word 
study and Vocabulary Check」、「Fill in Blanks」、「Listening and Reading Summary」、
「Grammar 空所補充」の計4ユニット＊3 
 毎週の授業後から次回の授業の前日までに4ユニットの学習を完了する 
 
上記4ユニットの学習記録を確認し、成績評価の20％として設定している。評価の基準は
各ユニットの学習によって与えられる得点とする＊4。 
 
 
                                                                                                                                                                     
＊3：学習者が使用するパソコンの使用環境によって、「Grammar 単語並び替え」が正常に学習出来な
いという現象が多く発生したため、このユニットについては課題の範囲から除外した。 
＊4：リンガポルタでは、ユニット毎に得られる得点が決まっており、それぞれ「Key word study and 
Vocabulary Check」(15)，「Fill in Blanks」(5)，「Listening and Reading Summary」(2)，「Grammar 空
所補充」(6)となっているため，評価としては各ユニット28点が満点となる。 
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３．分析方法 
 分析を行う対象は、筆者担当の英語の授業を受講したクラスA（文化教育学部・41名・
2014年度後期）及びクラスB（農学部・28名・2014年度後期）の合計69名であり＊5、本学に
おける習熟度別クラス編成ではいずれのクラスも中級に分類されている。 
 分析の資料となるのは、2013年6～7月実施のTOEIC IPテスト＊6、Lesson1～9までのリン
ガポルタ学習記録、及びe-learningアンケートである。 
 以上の方法で収集したデータ（アンケートを除く）はエクセル統計2012を用いて分析を
行った。調査目的(1)に関しては、平均値、対応のないt検定やスピアマンの順位相関係数
を用い、アンケートデータについては、得られた32項目の回答は集計し、数値化して分析
を行った。 
 
４．分析結果 
4.1 学習者の英語力 
まず分析の対象となる学習者の英語力について分析を行う。これらの学習者は1学年次
の6月ないし7月にTOEIC IPテストを受験している。以下の表1にクラスA・Bの学習者と全
1年生とのスコアを比較した結果を示す。これらの数値から明らかなように、クラスA・B
の学習者はリスニング及びリーディングともに全1年生の中では平均以上のスコアを取得
していることがわかる。そこで、クラスA・Bと全1年生のリスニングスコア、リーディン
グスコア、トータルスコアの差17.0、6.9、23.9について、t検定を用いて比較したところ、
それぞれt (95.4) = 4.1, p < .001, d = 0.29，t (85.9) = 1.27, p = .2, d = 0.11，t (113.3) = 3.5, p < .001, 
d = 0.21でリスニングスコア及びトータルスコアについては有意差があり、有意に平均点が
高いことが分かった。参考までに、TOEICの実施団体である国際ビジネスコミュニケーシ
ョン協会が公表している最新（2013年度版）の分析結果によれば、大学生全体のTOEIC IP
テストの平均スコアは、リスニング247点・リーディング193点のトータル440点で、大学1
年生の平均スコアは、リスニング236点・リーディング187点のトータル423点となっている。
従って、クラスA・Bの学習者については、大学生全体の平均点よりも若干低く、大学1年
生全体の中ではほぼ平均点に近いという位置づけである。 
 
 
 
 
                                                                                                                                                                     
＊5：実際の受講人数はそれぞれ43名及び30名であるが、履修を学期の途中で放棄した学習者それぞれ
2名ずつを分析対象から除外している。 
＊6：上述のようにe-learning学習を行った後のTOEIC IPテストのスコアとの比較において分析を行うこ
とが理想的ではあるが、諸事情によりデータの収集が出来なかった。 
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表1 2013年6～7月TOEIC結果      
  クラスA・B  全1年生＊7 
項目 n M SD 最低 最高 n M SD 最低 最高 
L 69 233.8 32.1 145 320 1342 218.0 - - 495 
R 69 179.2 43.0 85 305 1342 171.2 - - 455 
合計 69 413.1 48.6 335 510 1342 389.3 - - 950 
 
4.2 リンガポルタ学習記録全般とTOEICスコア 
 次に、このクラスA・Bの学習者のリンガポルタの学習記録とTOEICスコアとの相関を分
析する。分析の資料となる数値は、リンガポルタの合計得点、学習した問題数、チャレン
ジ回数、学習時間、TOEIC IPテストのリスニングスコア、リーディングスコア、トータル
スコア、そしてTOEIC IPテストの項目別正答率L1～L4及びR1～R5の全16項目である。この
TOEIC(IP)テストの項目別正答率とは、受験者に渡されるTOEICスコアシートに記載されて
いるもので、その詳細は以下の通りである＊8。 
 
〈リスニング〉 
L1：短い会話、アナウンス、ナレーションなどの中で明確に述べられている情報をも
とに要点、目的、基本的な文脈を推測できる 
L2：長めの会話、アナウンス、ナレーションなどの中で明確に述べられている情報を
もとに要点、目的、基本的な文脈を推測できる 
L3：短い会話、アナウンス、ナレーションなどにおいて詳細が理解できる 
L4：長めの会話、アナウンス、ナレーションなどにおいて詳細が理解できる 
 
〈リーディング〉 
R1：文書の中の情報をもとに推測できる 
R2：文書の中の具体的な情報を見つけて理解できる 
R3：ひとつの文書の中でまたは複数の文書間でちりばめられた情報を関連付けること
ができる 
R4：語彙が理解できる 
R5：文法が理解できる 
 
上記の分析から得られた、特筆すべき結果は以下の通りである。 
                                                                                                                                                                     
＊7：諸事情により、全１年生の標準偏差（SD）及び最低点については掲載しない。 
＊8：項目別正答率については、http://www.toeic.or.jp/toeic/guide04/guide04_02/guide04_02_02.htmlを 
参照のこと。 
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(1) リンガポルタのチャレンジ回数とTOEICのリーディングスコアとの相関係数は、
r = -.296であり、弱い負の相関が見られる 
(2) リンガポルタの学習時間とTOEICスコアには相関が見られない 
 
上記(1)のリンガポルタのチャレンジ回数については次のような特徴がある。各ユニッ
トの学習を完了するためには、ある一定数の問題を連続して正解しなければならない、と
いうものである。ユニットの種類によって必要となる連続正解数は異なるが、例えば学習
した単元の語彙問題の途中で間違った場合、それまでの連続正解数がリセットされてしま
う。換言すれば、相対的に英語力の高い学習者がe-learning学習に取り組む場合は、チャレ
ンジ回数が少なくなることが予想される。従って、上記(1)については、学習者の英語力が
ある程度反映された学習であり、予測出来る結果であるとも言える。(2)についても、学習
時間と英語力がリニアに正の（もしくは負の）相関を持たないことはある意味当然であろう。 
 
4.3 個別のe-learning学習内容とTOEICスコア 
 そこで、チャレンジ回数と学習時間について、e-learningの学習内容の違いによって差が
見られるかどうかを検証するため、さらにその詳細について分析したところ、以下の結果
が得られた。 
 
(1) リンガポルタ「Key word study and Vocabulary Check」の学習時間とTOEICリーデ
ィングスコア及びトータルスコアとの相関係数はそれぞれr = -.024及びr = -.025で
あり、弱い負の相関が見られる 
(2) リンガポルタ「Fill in Blanks」のチャレンジ回数とTOEIC項目別正答率R2との相関
係数はr = -.245であり、弱い負の相関が見られる 
(3) リンガポルタ「Listening and Reading Summary」のチャレンジ回数とTOEICリーデ
ィングスコア、項目別正答率L4、項目別正答率R2、項目別正答率R5との相関係数
は、それぞれr = -.376，r = .278，r = -.388及びr = -.256であり、弱い（負の）相関
が見られる 
(4) リンガポルタ「Grammar空所補充」のチャレンジ回数とTOEICリーディングスコ
ア、項目別正答率L4及び項目別正答率R4との相関係数はそれぞれr = -.244，r = .250
及びr = -.295，同じくリンガポルタ「Grammar空所補充」の学習時間とTOEIC項目
別正答率R2との相関係数はr = .258であり、いずれも弱い相関が見られる 
 
これらの結果をどのように解釈すればよいだろうか。相関係数が高いといっても必ずし
も直接的な因果関係があるとは言えないという点に留意しつつも、以下のように考えるこ
とが出来るのではないだろうか。まず上記(1)については、授業で学習したユニットの重要
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語句を復習する学習内容であり、正しい綴りの入力が求められる。それゆえ、特にTOEIC
リーディングスコアが高い学習者ほどその学習時間が短くなるという負の相関が見られる
ことは理解し易い。例えば望月・磯・高本・佐藤(2011)は、TOEICの読解能力を決定づけ
る要因について、「英語語彙力がもっとも説明力が大きく、つぎに英文法力が大きいことが
判明した」と結論づけている。 
(2)に関しては、授業で学習したビデオのスクリプトの復習であり、スクリプトの一部を
音声で聞き、空所に語句を記入するという学習内容である。しかしながら、実はテキスト
に予め設定してある空所と全く同じ箇所がこのe-learning学習の設問となっているため、テ
キストを見れば容易に正解が分かってしまう。従って、(2)に関しては因果関係があるとは
安易に判断出来ない。 
 上記(3)の「Listening and Reading Summary」とは、テキストのスクリプト及びリーディ
ングマテリアルそれぞれの要約文を聞きながら空所に適切な語を入れるという学習である。
授業で学習した内容の理解に加え、正しい綴りや正確なリスニング力も必要となるため、
このシステムの学習内容の中では最も総合的な英語力が試されるセクションであると言え
る。そこで分析結果を見てみると、チャレンジ回数とTOEICのリーディングスコア、項目
別正答率R2（文書の中の具体的な情報を見つけて理解できる）及びR5（文法が理解できる）
との相関関係、つまりTOEICスコアが高いもしくは正答率が高いほどチャレンジ回数が少
なくなるという結果は、上記(1)と同じく学習者の英語力を反映したものであり、英語力
（TOEICスコア）が低い学習者は、正解が得られるまでこの問題に繰り返し取り組む必要
があり、ある意味e-learningの利点が生かされた学習内容であると考えられる。また、チャ
レンジ回数と項目別正答率L4（長めの会話、アナウンス、ナレーションなどにおいて詳細
が理解できる）との相関関係については、このデータだけでは判断出来ない。 
 上記(4)の「Grammar空所補充」は与えられた日本語訳を参考にして、テキストで学習し
た文型を復習する内容であり、不正解であった場合にヒントとして音声を聞くことも可能
となっている。全ての問題の綴りと語彙を一字一句間違うことなく連続して正解する必要
があるため、かなりの集中力と学習時間が必要となる。このチャレンジ回数とTOEICリー
ディングスコア及び項目別正答率R4（語彙が理解できる）との関係、つまりTOEICリーデ
ィングスコアもしくは語彙力が高いほどチャレンジ回数が少なくなるという結果は、上記
(3)の結果同様、学習者の英語力が反映されていると思われる。また、これも(3)の結果同
様、項目別正答率L4との相関についてはここでは判断できない。 
 
4.4 成績上位者 
そこで、クラスA・Bの分析対象者を、さらにTOEIC成績上位者（400点以上）41名及び下
位者（395点以下）28名の2つのグループに分け、それぞれについて異なった結果が得られ
るかどうか分析を行った。成績上位者については、以下の結果が得られた。 
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(1) 「Listening and Reading Summary」のチャレンジ回数とTOEIC項目別正答率L2及び
R2それぞれの相関係数はr = .389及びr = -.416であり、前者は弱い相関、後者は中
程度の負の相関が見られる 
 
TOEIC項目別正答率L2は「長めの会話、アナウンス、ナレーションなどの中で明確に述
べられている情報をもとに要点、目的、基本的な文脈を推測できる」かどうかの指標であ
る。上述のように総合的な英語力が必要とされることから、特に成績上位者については負
の相関があるのではないかと考えられるが、ここではその原因は分からない。また、R2（文
書の中の具体的な情報を見つけて理解できる）との負の相関については、全体の結果より
も大きな相関係数の値が得られた。そこで単純に成績上位者と成績下位者との違いを結論
づけることは難しいが、少なくともその可能性があるとは言えるだろう。 
 
4.5 成績下位者 
成績上位者に続いてTOEIC成績下位者（395点以下）28名についても同様の分析を行った
ところ、成績上位者とは対照的に多くの示唆的な結果が得られた。ここではその全てにつ
いての分析結果を示すことは割愛し、中でも特筆すべき点（t検定の結果において、p < .01
の水準で有意値が得られた項目）を以下に挙げる。項目が多岐にわたるため、都合上チャ
レンジ回数と学習時間に分類した形で箇条書きにする。 
 
〈チャレンジ回数〉 
(1) リンガポルタの全体のチャレンジ回数とTOEICリーディングスコア及び項目別正
答率L4との相関係数はr = -.488とr = .488であり、それぞれ中程度の負の相関及び
正の相関が見られる 
(2) 「Listening and Reading Summary」のチャレンジ回数とTOEICリーディングスコア、
項目別正答率L4との相関係数はr = -.549とr = .498であり、それぞれ中程度の負の
相関及び正の相関が見られる 
(3) 「Grammar空所補充」のチャレンジ回数とTOEIC項目別正答率L4及びR4との相関
係数はr = .567及びr = -.552であり、それぞれ中程度の正の相関及び負の相関が見
られる 
 
〈学習時間〉 
(4) 全体の学習時間とTOEIC項目別正答率R4との相関係数はr = -.516であり、中程度
の負の相関が見られる 
(5) 「Key word study and Vocabulary Check」の学習時間とTOEICトータルスコアの相
関係数は r = -.523であり、中程度の負の相関が見られる 
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(6) 「Fill in Blanks」の学習時間とTOEIC項目別正答率R4との相関係数はr = -.487であ
り、中程度の負の相関が見られる 
(7) 「Listening and Reading Summary」の学習時間とTOEIC項目別正答率L3及びR4との
相関係数はr = .535及びr = -.558であり、それぞれ中程度の正の相関及び負の相関
が見られる 
 
クラスA・B全体や成績上位者のみの分析とは対照的に、サンプル数が少ないながらも、
多くの項目で高い相関係数が得られていることは注目に値する。まず(1)から(3)の全てに
共通して言えることは、チャレンジ回数とリーディングスコアとの負の相関関係である。
つまり、TOEICスコア395点以下の学習者の中でも特にリーディングスコアが低い学習者、
つまりは読解能力が相対的に低いと思われる学習者ほど、多くの回数のe-learning学習を行
ったという結果が明らかとなった。別の視点では、TOEIC400点以上の学習者には差が見ら
れないということでもある。 
 (4)から(7)の学習時間についても、チャレンジ回数の結論同様、（TOEICリスニングとの
関係を除いて）TOEICスコアが低い学習者ほど学習時間が長くなるという傾向が強いこと
が窺える。従って、これら全てに共通して言えることは、課題として設定しているこのe-
learning学習によって、特にTOEICスコアが低い学習者ほど学習回数が多く、かつ学習時間
が長くなるという傾向が顕著になるということである。残念ながらe-learning後の学習者の
英語力を測ることができなかったため、その学習効果を測る術はないが、上記の結果から、
この学習方法が特に成績下位者に対して効果がある可能性が提示された。 
 
５．学習者アンケート 
5.1 学習者アンケートの内容 
以上のe-learningの学習記録とTOEICとの分析により、e-learningのチャレンジ回数と学習
時間については、TOEICの特にリーディングスコアと負の相関関係にあることが明らかと
なった。そこで、2015年1月初旬にクラスA及びクラスBの学習者に対して行った質問紙に
よるアンケート調査の分析をすることでその妥当性を検証したい。調査内容はe-learning
（リンガポルタ）の使用状況、学習者自身の英語力や英語学習環境、さらには使用した感
想などである（アンケートについては資料1を参照のこと）。その結果を成績上位者と下位
者に分類し、e-learning学習に対する姿勢の違いがあるのかどうかを探ってみたい。以下の
表2から表6にその結果をまとめる（質問数及び紙面の都合上、表6は2ページに分割してい
る）＊9。 
                                                                                                                                                                     
*9：e-learning学習記録とTOEICとの分析の対象者は69名であるが、そこからアンケート未回答の学習
者4名を除き、計65名がこの分析の対象となっている。また、正しく選択肢を選ばなかった場合も
あるため、全ての回答が65件とはならない質問項目も存在する。 
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5.2 学習者の使用状況 
まず表2はリンガポルタの利用頻度である。上述のように、学習者は課外学習として毎週
1回はこのe-learning学習に取り組む必要がある。そのため、「週に1～2回」と回答した学習
者が最も多いことはある意味当然の結果であろう。しかしながら、「月に1回」あるいは「月
に2～3回」と回答した上位群の学習者の割合が下位群の学習者よりも若干高いことが分か
る。そこで上位群と下位群の学習記録（合計点）の平均を算出してみたところ、それぞれ
232.5点及び239.5点（252点満点）であり、下位群の学習者の方がe-learning学習の点数が高
いことが分かった。これらの差-7について、t検定を用いて比較したところ、t (63.6) = -0.61, 
p = .49, d = -0.17で下位群の方が有意に合計点の成績が高いという結果にはならなかった。
従って、利用頻度については上位群と下位群との差は特に認められない。 
表3はリンガポルタの利用場所である。これについては、PCが利用できる環境の違いに
よる差異から生じるものであるため、上位群と下位群との違いについては特に意味を持た
ないであろうが、参考までに数値を出している。8割以上の学生が自宅で学習を行っている
ことが分かり、「情報携帯端末等（スマホ等）」を選んだ学習者は1名のみ存在する。後者に
ついては、NA2等の他のe-learningシステムにはないリンガポルタシステムの特徴によるも
のであるが、利用者はほとんどいないという結果となった。 
表4はリンガポルタの利用時間帯であり、複数回答を可としている。この表から、平日の
夜（18時～24時）の利用が最も多く、休日に利用している学習者も比較的多いことが分か
る。また、平日12時～18時の利用が少なかったことは、表3の「大学のPCを使って」あるい
は「大学内で自分のPCを使って」と回答した学習者の割合が相対的に低かったことに関係
している事が窺える。 
表5はNA2の利用経験についてである。上述のように、本学ではNA2による英語学習の機
会を提供しているが、どれほど学生に周知されているかを調べてみた。これも既に述べた
ように、単位取得のためにNA2によるe-learning学習が求められる学習者は、習熟度別クラ
スの中でも下位クラスに属する学習者、もしくは再履修受講生の一部のみである。クラス
A及びクラスBの受講生は中位クラスに属するため、1学年後期に開講される「英語B」の単
位を修得できなかった学生であった場合のみこれに該当する。上記を踏まえた上で利用率
を見てみると、NA2を利用した学習者は8％にも満たず、さらには8割以上がその存在さえ
も知らないことが明らかとなった。後述するが、英語学習の際にPCを利用したい学習者は
少なからず存在するため、本学においては全ての英語の授業でNA2の利用を促すことが必
要であることが分かった。 
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表2 リンガポルタの利用頻度       
 上位群 下位群 全体 
頻度 n % n % n % 
月に1回 2 5 1 4 3 5  
月に2～3回 5 13 1 4 6 9  
週に1～2回 30 79 24 89 54 83  
週に3～4回 1 3 1 4 2 3  
ほぼ毎日 0 0 0 0 0 0  
合計 38 100 27 100 65 100  
 
表3 リンガポルタの利用場所       
 上位群 下位群 全体 
場所 n % n % n % 
自宅で 30 81 24 89 54 84  
大学のPCを使って 6 16 3 11 9 14  
大学内で自分のPCを使って 0 0  0 0  0 0  
情報携帯端末等（スマホ等）で 1 3  0 0  1 2  
その他 0 0  0 0  0 0  
合計 37 100 27 100 64 100  
 
表4 リンガポルタの利用時間帯（複数回答可） 
 上位群 下位群 全体 
時間 n  n  n   
平日6時～12時 1  2  3  
平日12時～18時 6  5  11  
平日18時～24時 29  21  50  
平日24時～翌朝6時 5  7  12  
休日 17  8  25   
 
表5 NA2の利用経験       
 上位群 下位群 全体 
 n % n % n % 
存在を知らない 32 87 24 89 56 88  
存在を知っているが、使ったことがない 2 5 1 4 3 5  
使ったことがある 3 8 2 7 5 8  
合計 37 100 27 100 64 100  
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5.3 e-learning英語学習に対する感想・意識 
上記の使用状況の調査結果を踏まえ、学習者の英語学習に対する感想についてのアンケ
ートを表6に示す。質問に対して「とてもそう思う」もしくは「そう思う」を選んだ学習者
を好意群、「そう思わない」もしくは「全くそう思わない」を選んだ学習者を非好意群とし
て集計している。質問項目No.1～No.3は英語（学習）に対する意欲についてであるが、TOEIC
スコアの上位群と下位群との間に大きな違いは無いように思われる。しかしながら、全て
の項目において上位群よりも下位群の方が英語（力）やTOEICの学習に対する意欲が低い
ことが窺える。質問項目No.4「英文法の復習ができた」については、下位群の割合が若干
高く、相対的に英語力が低い学習者にとって必要とされる学習内容であったことが窺える。
その一方で、質問項目No.8「意味が理解できる単語が多くなった」やNo.9「教材は自分の
英語のレベルに合っていた」を見ると、下位群の学習者は上位群ほどe-learning学習による
効果を実感しておらず、またレベルについても不満を持っていることが分かる。レベルに
ついては上位群の90％が好意的に受け止めているため、下位群の学習者にとっては難しす
ぎると感じたのかもしれない。同じく質問項目No.13「リンガポルタは英語力をつけるのに
役立つ」の結果も対照的であり、下位群の割合がかなり低く、No.8の結果と同様、リンガ
ポルタによるe-learning学習の効果が実感出来ていないことが明白となった。これは教科書
準拠型のe-learningシステムであるリンガポルタの利点でもあり欠点でもある、一つの特徴
に起因する。つまり、NA2は学習者自身の英語力に合わせた学習が可能である一方で、リ
ンガポルタは授業で使用している教科書の学習内容に沿った学習を強いられる。つまり学
習者の個々の英語力の差は無視され、受講者全員が同一の学習をすることを求められ、選
定テキストのレベル設定によっては特に英語力が低い受講者の間に不満が生じる可能性が
ある。しかしながら、クラスA・BはTOEICスコアに基づく習熟度別のクラスであるため、
学習者間の英語力の差が最大限配慮されていることも指摘しておきたい。 
質問項目No.15「自主的に学習する習慣がついた」及びNo.25「「英語D」では、努力して
勉強している」については注目に値する。No.15では上位群の約7割の学習者が「自主的に
学習する習慣がついた」としているが、下位群ではその割合は3割強でしかない。質問項目
No.25においても、努力して勉強していると回答した学習者の割合が上位群では76％であ
るのに下位群では59％でしかない。その一方で、質問項目No.17「学習習慣をつけることは
大切だと思った」を見ると、上位群及び下位群どちらもほぼ100％が好意的に回答している
ことから、とりわけ下位群の学習者については、そうありたいという意識と実際の行動（英
語学習）との間に大きなギャップがあることが窺える。質問項目No.26「英語の授業では良
い成績を取りたい」についても同様の解釈が可能で、下位群の学習者も、よりよい成績を
取りたいと思ってはいるものの、その目標を達成する行動が伴っていない可能性がある。
現代の英語教育では「自律した学習者」を養成することが求められているが、英語力の低
い学習者については、この意識と実際の行動との大きな隔たりを解消することが大きな課
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題であろう。質問項目No.20「リンガポルタをこれからも続けてやってみたい」についても、
やはり上位群と下位群では差が見られる。その学習意欲の差は質問項目No.29「もっと英語
の文を読んでみたい」及びNo.30「もっと英語を聞き取ってみたい」にも表れており、上位
群の学習者においては英文を読んだり英語を聞いたりしたいという割合が相対的にかなり
高いことが明らかとなった。最後に、質問項目No.35「課題の量は適切だった」に対する学
習者の回答を見る限りでは、毎週の課題の量については問題ないことが確認された。 
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６．まとめ 
 2014年度後期に実施したe-learningを利用した英語学習に関する様々な分析及び考察に
ついては、以下のようにまとめられる。 
 
1．e-learningの学習記録とTOEICスコアとの比較から、特に成績下位者のチャレンジ回数及
び学習記録とTOEICリーディングスコアとの間に負の相関があることが分かった 
2．学習者アンケートから、下位群の学習者は上位群の学習者ほどe-learning学習の効果を実
感していないことが分かった 
3．学習者アンケートから、下位群の一部の学習者が難易度について不満を持っていること
が分かった 
4．学習者アンケートから、下位群の学習者ほど理想の自己と現実の行動との間に大きな隔
たりがある可能性が示された 
 
 また、本論では紙面の都合上割愛したが、学習者アンケートに自由記述式で「英語の自
主学習をする際にコンピュータを使いたいと思いますか。その理由ととともに答えて下さ
い。」という質問項目を設定した。その回答を見る限りでは、e-learningを用いた英語学習の
利点と欠点の両方を垣間見ることが出来る。リスニングの学習で使用したいという回答が
多々見られる一方で、パソコンを利用しなければならないことが問題だとする回答も多く
見られた。つまり、インタラクティブに動作するe-learningの利点は認めつつも、紙媒体や
情報携帯端末等を用いた学習とは異なり、パソコンを使用する「特別の場所と時間」が求
められることに強い抵抗を感じている学習者が多いということである。リンガポルタはユ
ビキタスという点でNA2とは異なる学習方法を提供しているが、そのコンテンツ全てが対
応しているわけではない。その技術的な問題がクリアされることにより、e-learningを利用
した英語学習がさらに学習者に受け入れられるのではないだろうか。 
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資料１ 
eラーニング英語学習（リンガポルタ）に関するアンケート2015/01 
 
このアンケートは英語教育におけるeラーニングについて調査するためのものです。調査結
果は研究以外の目的で使用されることはありません。成績には関係ありませんので率直な回
答をお願いします。 
 
学籍番号（            ） 名前（            ） 
 
～次の質問にあてまる答えを○で囲むか，もしくはあなたの答えを記述してください。～ 
 
① 性別 
1. 男  2. 女 
 
② 英語の勉強は好きですか。 
1. 全く好きではない  2. あまり好きではない。 3. 少し好き    4. とても好き 
 
③ 英語力を伸ばしたいですか。 
1. 全くそう思わない  2. あまりそう思わない  3. 少しそう思う  4. とてもそう思う 
 
④ ＴＯＥＩＣの点数を伸ばしたいと思いますか。 
1. 全くそう思わない  2. あまりそう思わない  3. 少しそう思う  4. とてもそう思う 
 
⑤ どのくらいの頻度でリンガポルタを利用しますか。一つ○をして下さい。 
1. 月に1回  2. 月に2～3回  3. 週に1~2回  4. 週に3～4回  5. ほぼ毎日 
 
⑥ どこでリンガポルタを利用しますか。一番多い場所を一つ選んで下さい。 
1. 自宅で     2. 大学のPCを使って     3. 大学内で自分のPCを使って 
4. 情報携帯端末（スマホ等）で  5. その他（                 ） 
 
⑦ 利用する時間帯は次のうちどの時間ですか。当てはまるもの全てに○をしてください。 
1. 平日6時～12時   2. 平日12時～18時   3. 平日18時～24時 
4. 平日24時～翌朝6時  5. 休日 
 
⑧ eラーニング教材アルクネットアカデミー(ALC NetAcademy)を使ったことがありますか。 
1. 存在を知らない  2. 存在は知っているが，使ったことがない。  3. 使ったことがある。 
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⑨ リンガポルタについてあなたの感想を教えてください。当てはまる答えを選んで，数字に
○をつけてください。 
 
 
 
1. 英文法の復習ができた        4     3     2     1 
2. 発音の練習ができた         4     3     2     1 
3. 聴く力が伸びていると感じる      4     3     2     1 
4. 英文をより早く読むことができるようになった 4     3     2     1 
5. 意味が理解できる単語が多くなった    4     3     2     1 
6. 教材は自分の英語のレベルに合っていた   4     3     2     1 
7. 教材の効果的な使い方がわかった      4     3     2     1 
8. 教材は自分の目的に合っていた     4     3     2     1 
9. 教材は自分の興味のある内容であった    4     3     2     1 
10. リンガポルタは英語力をつけるのに役立つ  4     3     2     1 
11. TOEICのスコアアップへつながると思う    4     3     2     1 
12. 自主的に学習する習慣がついた     4     3     2     1 
13. 集中して勉強できた         4     3     2     1 
14. 学習習慣をつけることは大切だと思った   4     3     2     1 
15. 本で自学するよりリンガポルタを利用したい  4     3     2     1 
16. リンガポルタをして英語が好きになった   4     3     2     1 
17. リンガポルタをこれからも続けてやってみたい 4     3     2     1 
18. 今のところ，「英語Ｄ」を楽しみにしている  4     3     2     1 
19. 英単語はあまりわからない       4     3     2     1 
20. 英語を読むことは簡単である      4     3     2     1 
21. 英語を発音することは簡単だと思う    4     3     2     1 
22. 「英語Ｄ」では，努力して勉強している   4     3     2     1 
23. 英語の授業では良い成績を取りたい    4     3     2     1 
24. わからない単語があるときは辞書をたくさん使用する  4     3     2     1 
25. 英語の勉強はつまらないと思う     4     3     2     1 
26. もっと英語の文を読んでみたい     4     3     2     1 
27. もっと英語を聞き取ってみたい     4     3     2     1 
28. もっと英語を話してみたい       4     3     2     1 
29. 英文を読むときは，自分の読む速度は遅いと思う   4     3     2     1 
30. 英文を読むときは，内容がほとんどわからない  4     3     2     1 
31. 授業以外でも，英語を話すように努めている  4     3     2     1 
32. 課題の量は適切だった         4     3     2     1 
とても 
そう思う
4 
そう 
思う 
3 
そう 
思わない 
2 
全くそう 
思わない 
1 
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⑩ 次の質問に簡潔に答えて下さい。 
リンガポルタの一番良かった点は 
 
 
リンガポルタの良くなかった点は 
 
 
リンガポルタの難しかった点は 
 
 
英語の自主学習をする際にコンピュータを使いたいと思いますか。その理由とともに答え
て下さい。 
 
 
最後に，リンガポルタについての質問や要望などあれば書いてください。 
 
ありがとうございました 
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